




でも、戸前をつくる技術や職人の工夫、時代変遷や
地域性など、戸前の個性の要因となる要素は多く、
探求はまだまだ道半ばである。
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　冒頭に話したO氏がなぜ戸前に夢中になっていた
のか、戸前を知るほど共感は強くなる。当たり前の

ように美しい形の掛子が、かたちの無い土と漆喰で
つくられたことを想像するとき、じんわりと感動が
沸き上がってくる。一からかたちを与えていくのだ
から、無限通りの創意工夫があっておかしくない。
戸前を探求することは、書物に残されていない多様
な創意工夫をあぶりだす作業である。手間のかかる
美しいものづくりが減る現代に、戸前はものづくり
の神髄を教えてくれるような存在なのである。
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　本稿で紹介した秋田県横手市の土蔵の調査は、家主の方、
黒田稔氏、小林隆男氏、中村航氏のご協力により実施する
ことができました。また、実測には国本円香氏、李雪氏、
山内徹氏、清水沙羅氏、益田実佳氏のご協力を得ました。
ここに記し、謝意を表します。

【注】文献２）によると、完成時の重厚な扉が自重で回転し
てしまわないために、下肘鉄より上肘鉄を土蔵本体側に
寄せて取り付けるとされている。これに伴って掛子やダ
キの寸法に上下差が生じると考えられた。

【参考文献】
１）山田宮土理，国本円香，李雪，輿石直幸「土蔵戸前の

左官技術に関する研究　その１　秋田県増田町の土蔵の
実測調査結果」日本建築学会学術講演梗概集，pp.695-
696,2021.7

２）猿田長司：匠家土蔵戸前雛形 全,明治15年, 千鍾房

日左連　2022.11-12　35


